
第５回徳之島ごと
さくらねこTNRプロジェクト

さくらねこ無料不妊手術事業

２０１５年11月5日～9日

申請者：徳之島３町（天城町・伊仙町・徳之島町）

第一回H26/11/15〜22 ５３７頭

第二回H27/1/25〜31 ６４１頭

第三回H27/4/16〜21 ２５１頭

第四回H27/6/14〜19 ２３３頭

第五回H27/11/5〜9 ３１４頭

合計 １９７６頭



写真：ノラ猫にくわえられたアマミノクロウサ
ギ（写真提供：環境省奄美自然保護官事務所）

公益財団法人どうぶつ基金では鹿児島県奄美群島の世界自然遺産登録

への取り組みとして、行政と協働して、猫の捕食によるアマミノクロウ

サギ絶滅の保護措置のために徳之島に生息する全ての猫（推定３０００

頭）に、さくらねこＴＮＲ無料不妊手術を行うことになった。 徳之島は

国の特別天然記念物アマミノクロウサギの生息地である。現在、国定公

園に指定されていますが近く国立公園に指定される見込みで、２年後ま

でに世界自然遺産登録を目指している。しかし、その根拠であるアマミ

ノクロウサギは徳之島にわずか２００羽といわれており環境省レッドリ

ストの絶滅危惧IB類（絶滅危機）に指定されている。

アマミノクロウサギと猫

環境省がアマミノクロウサギの幼獣の生息状況等をモニタリングする

ために実施しているセンサーカメラによる自動撮影調査において、ノネ

コがアマミノクロウサギの幼獣を捕食している場面が撮影された。 不妊

手術を施さないなどといった不適正な飼養や遺棄により、野生化した犬

やねこの一部は繁殖し、野生生物を捕食するようになり、今回のような

重大な事態をもたらす結果となってしまった。

徳之島ごとさくらねこＴＮＲを行う理由

３０００匹の島の猫すべてに不妊手術を施しさくらねこにすることで、

管理された猫と人とアマミノクロウサギが共存する島となり、結果、ア

マミノクロウサギなどの希少動物を守ることにつながり、徳之島は世界

一自然に生き物に優しい島となる。

は じ め に
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１１月６日（金）

８：５０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：３０ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼

１１月５日（木）

１３：３０ 手術会場設営

１４：３０ 手術開始

１６：３０ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼

１１月８日（日）

８：３０ 朝礼

８：４０ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１５：３０ 手術終了

１６：３０ 撤収完了・終礼

１１月７日（土）

８：４０ 朝礼

９：００ 手術開始

１２：００ 昼食

１３：００ 手術再開

１６：３０ 手術終了

１７：００ 撤収完了・終礼
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１１月９日（月）

９：４０ 三町課長会議開始

１１：００ 終了

１１：００ 感謝状贈呈式

１１：３０ 終了

スケジュール
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捕獲器所有者 使用台数

どうぶつ基金 ２１２

合計 ２１２

伊仙町 天城町 徳之島町 どうぶつ基金 合計

11月5日 ９ ９ ６ ６ ３０

11月6日 ９ ９ ６ ６ ３０

11月7日 ９ ９ ６ ６ ３０

11月8日 ９ ９ ６ ６ ３０

延べ人数 ３６ ３６ ２４ ２４ １２０

協働人員数（手術日）

使用捕獲器数

以前の出張手術でさくらねこ
になった猫が元気な姿を見せにきた。
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手術会場及び猫保管場

手術会場 ： 天城町農業センター

猫の保管 ： 天城町農業センター

手術会場内
の様子

手術が終わった
猫の保護場所



手術集計
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町別猫持ち込み数

オス メス 耳カットのみ 耳カット済み 計

11月5日 8 17 0 0 25

11月6日 48 41 1 0 90

11月7日 61 46 0 1 108

11月8日 57 33 1 0 91

合計 174 137 2 1 314

飼い猫 ノラ猫 計

天城町 7 115 122

伊仙町 43 53 96

徳之島町 27 69 96

計 77 237 314

TNR数

※持ち込み数のうち、18頭が低体重のため手術見送り

オス
55%

メス
44%

手術済み
1%

手術オスメス割合

オス メス 手術済み

飼い猫
25%

ノラ猫
75%

飼い猫ノラ猫割合

飼い猫 ノラ猫

天城町
39%

伊仙町
30%

徳之島町
31%

町別持ち込み数

天城町 伊仙町 徳之島町
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その他治療

全頭に実施
ノミ・ダニ・回虫の駆除（レボリューション）、ワクチン、
点眼、補液５０ｃｃ

特別治療
ヘルニア治療 1頭
首怪我洗浄消毒13針縫合 1頭
首怪我洗浄消毒10針縫合 1頭
尾怪我洗浄消毒6針縫合 1頭
トリモチ付着除去 1頭
右腹部21針、左肩内10針、外11針縫合 1頭

右腹部21針、左肩内10針、外11針縫合手術を受けた猫。
手術翌日から餌をよく食べた。



執 刀 医

山口武雄獣医師長
（どうぶつ基金顧問 ）

日下部獣医師
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大西獣医師



手術会場の様子
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受付
飼い猫の受付の様子

朝礼の様子
毎朝８時5０分から手術前に
全員で朝礼を行う。

猫の搬入
各町で捕獲された猫が運びこ
まれてくる。



手術会場の様子
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猫に手術用の管理タグをつける
一頭一頭に管理タグをつける。

手術準備
会場に搬入された猫に、
安定剤、麻酔、抗生剤、ワクチン
を注射していく。
行政職員さんと獣医師の息の合っ
た連携で行われる。

耳カット毛刈り・ノミ駆除
手術する前に、毛刈り、
みみ先カット（さくら耳）と
ノミ・ダニ・回虫の駆除
（レボリューション）を実施。



手術会場の様子
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不妊去勢手術

ケージの洗浄
猫が手術を受けている間にケー
ジを洗浄して、猫を受け入れる
準備を整える。シルバー人材の
皆さんがおこなった。

術後ケア
手術が終わった猫には、補液、
目薬、耳掃除を実施。
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安静
手術が終わった猫は洗浄された
ケージに戻し、保護場所に運ぶ。
一晩安静にし、翌日リターンす
る。

その他治療
不妊手術以外にも治療が必要な
猫にはできる限りの処置をする。
写真は、おそらくハブに咬まれ
重症を負った猫。傷口の消毒と
縫合をおこなった。

手術会場の様子

KTS取材
鹿児島テレビ放送（KTS)の取材
に応じるどうぶつ基金佐上理事
長。



天城町役場にて感謝状贈呈式
どうぶつ基金では、昨年度11月から現在までの約1年間で、
1,976頭の徳之島の猫に無料の不妊手術を提供した。その功
績と成果に対して天城町、伊仙町、徳之島町から感謝状をい
ただいた。

３町町長からからの感謝状贈呈式
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天城町大久町長 どうぶつ基金佐上理事長
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徳之島ごとさくらねこTNR数 累計
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11月7日 奄美新聞
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11月7日 南海日日新聞



11月10日 奄美新聞
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11月11日 南海日日新聞



11月12日 南日本新聞
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11月20日 離島経済新聞
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さくらねこ無料不妊手術事業
第５回徳之島ごとさくらねこTNRプロジェクト

公益財団法人どうぶつ基金

天城町
伊仙町
徳之島町

NPO法人徳之島虹の会
徳之島ねこ部

徳之島自然保護推進協議会


